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概 要

環境への負荷が小さく，安全性の高い農作物の生産に貢献する土つくり技術の開発を目指している．有

機農業において，堆肥から期待どおりの効果を得るためには，それらの品質の評価と品質に応じた的確

な使用が必要であり，土壌，環境，作物に悪影響を及ぼさないような総合的な技術として構築しなけれ

ばならない．本報告では，堆肥の品質判定法として，堆肥施与効果を予測できないかと検討した幼植物

試験の結果について紹介する．

【来場者へのメッセージ】 一口に堆肥といっても，原材料，腐熟化の程度は多種多様であり，使用に当た

って，その品質を的確に掌握しなければ，土壌，環境，作物に悪影響が及びます．堆肥の品質評価は非

常にやっかいです．評価法のポイントは簡便性と正確さ（分かりやすさ）の両立です．これが難しい！
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